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さ
れ
た
。

　

其
の
後
、
川
辺
事
務
局
長
よ

り
、①
二
〇
一
七
年
度
前
半
の
取

組
み
と
全
国
総
会
へ
向
け
て
の

課
題
、②
第
四
十
八
回
衆
院
選
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、
等
々
に

つ
い
て
報
告
提
案
が
あ
り
質
疑
・

討
論
に
。
多
く
の
支
部
協
か
ら

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
主

な
も
の
は
衆
院
選
後
の
各
地
の

動
向
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
へ
の

対
応
な
ど
で
あ
っ
た
。
安
倍
政

　

五
月
三
十
日
（
水
）〜
三
十
一

日
（
木
）、
全
電
通
ホ
ー
ル
で
拡

大
支
部
協
代
表
者
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。

　

上
野
副
会
長
の
司
会
で
開
会
。

石
原
会
長
は
昨
秋
の
総
選
挙
に

言
及
「
二
度
と
あ
の
よ
う
な
混

乱
状
況
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
、
年
金
・
医
療
・
介
護
、

次
期
参
院
選
の
吉
川
さ
お
り
の

必
勝
な
ど
に
懸
命
に
取
り
組
む

決
意
を
訴
え
た
。
続
い
て
国
会

の
合
間
を
縫
っ
て
駆
け
付
け
た

吉
川
さ
お
り
本
人
か
ら
国
会
情

勢
の
報
告
と
力
強
い
決
意
表
明

が
あ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
安
藤
副
委
員
長

か
ら
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
「
順
調
だ
が
海
外
で
の

稼
ぎ
の
偏
り
へ
の
警
戒
」「
組
合

員
の
減
少
に
よ
る
組
合
費
大
幅

減
へ
の
危
機
感
」
を
表
明
。
ま

た
民
進
党
分
裂
に
よ
る
野
党
の

動
向
や
組
織
内
・
準
組
織
内
議

員
の
あ
り
方
に
ふ
れ
、
現
時
点

で
の
統
一
は
困
難
な
た
め
多
様

な
対
応
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
へ
の
理
解
と
協
力
の
要
請
が

あ
っ
た
。
尚
、
吉
川
さ
お
り
に

つ
い
て
は
立
憲
民
主
党
か
ら
の

出
馬
と
な
っ
た
。

　

福
祉
事
業
体
か
ら
は
電
通
共

済
加
藤
理
事
長
が
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
、
時
代
の
変
化
に
応
じ

た
新
商
品
開
発
へ
の
決
意
や
加

入
促
進
活
動
へ
の
協
力
要
請
が

権
の
独
走
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
厳
し
い
現
実
は
現
実
と

し
て
認
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か

れ
た
立
場
で
努
力
を
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
一
日
目
は
終
了
。

　

二
日
目
は
、
電
通
共
済
加
入

促
進
に
つ
い
て
、
制
度
変
更
の

周
知
・
徹
底
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
理
解
を
深
め
あ
っ
た
。

ま
た
、
退
職
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
要
望
や

意
見
が
紹
介
さ
れ
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
閉
会
と
な
っ
た
。〈
弘
田
和
幸
〉

　
五
月
十
九
日
（
土
）、
情
報
労
連

全
国
環
境
一
斉
行
動
（
主
催
：
情
報

労
連
）
が
、
組
合
員
・
家
族
五
十
数

人
（
退
職
者
の
会
九
人
）
が
参
加
し

て
香
南
市
の
物
部
川
河
川
敷
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
情
報
労
連
山
岡

議
長
か
ら「
雨
天
が
心
配
さ
れ
た
が
、

快
晴
と
な
り
多
く
の
組
合
員
・
家
族

の
参
加
を
得
て
開
催
と
な
っ
た
。
皆

　
五
月
十
九
日
（
土
）、
情
報
労
連

全
国
環
境
一
斉
行
動
（
主
催
：
情
報

労
連
）
が
、
組
合
員
・
家
族
五
十
数

人
（
退
職
者
の
会
九
人
）
が
参
加
し

て
香
南
市
の
物
部
川
河
川
敷
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
情
報
労
連
山
岡

議
長
か
ら「
雨
天
が
心
配
さ
れ
た
が
、

快
晴
と
な
り
多
く
の
組
合
員
・
家
族

の
参
加
を
得
て
開
催
と
な
っ
た
。
皆

さ
ん
で
、
環
境
一
斉
行
動
の
趣
旨
を

理
解
い
た
だ
き
、
活
動
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
森
下
事
務
局
長
か
ら
、

活
動
内
容
・
注
意
事
項
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
河
川
敷

の
清
掃
活
動
を
展
開
、
多
く
の
ご
み

を
収
集
し
ま
し
た
。

　
作
業
の
後
は
、
恒
例
の
「
お
楽
し

み
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
」。
め
い
め
い
が

火
を
起
こ
し
調
理
、
大
人
も
子
供
も

身
体
を
使
っ
た
た
め
、
食
欲
旺
盛
で

し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
相
互
に
意
見
交

換
や
親
睦
・
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
後
始
末
を
し
て
、
来
年
の
一
斉
行

動
で
の
再
会
を
誓
い
あ
っ
て
、
散
会

と
な
り
ま
し
た
。　
　
〈
三
宮
正
博
〉

さ
ん
で
、
環
境
一
斉
行
動
の
趣
旨
を

理
解
い
た
だ
き
、
活
動
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
森
下
事
務
局
長
か
ら
、

活
動
内
容
・
注
意
事
項
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
河
川
敷

の
清
掃
活
動
を
展
開
、
多
く
の
ご
み

を
収
集
し
ま
し
た
。

　
作
業
の
後
は
、
恒
例
の
「
お
楽
し

み
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
」。
め
い
め
い
が

火
を
起
こ
し
調
理
、
大
人
も
子
供
も

身
体
を
使
っ
た
た
め
、
食
欲
旺
盛
で

し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
相
互
に
意
見
交

換
や
親
睦
・
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
後
始
末
を
し
て
、
来
年
の
一
斉
行

動
で
の
再
会
を
誓
い
あ
っ
て
、
散
会

と
な
り
ま
し
た
。　
　
〈
三
宮
正
博
〉

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
の
皆
様
、
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
五
月
七
日
、
民
進
党
に
離

党
届
を
提
出
し
、
立
憲
民
主
党
へ
入

党
届
を
提
出
致
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職

し
、
政
治
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と

を
決
意
し
た
時
、
自
民
党
に
代
わ
る

勢
力
、対
峙
で
き
る
政
党
だ
と
思
い
、

民
主
党
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
二

〇
一
三
年
、
二
期
目
の
挑
戦
は
、
私

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
の
皆
様
、
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
五
月
七
日
、
民
進
党
に
離

党
届
を
提
出
し
、
立
憲
民
主
党
へ
入

党
届
を
提
出
致
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職

し
、
政
治
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と

を
決
意
し
た
時
、
自
民
党
に
代
わ
る

勢
力
、対
峙
で
き
る
政
党
だ
と
思
い
、

民
主
党
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
二

〇
一
三
年
、
二
期
目
の
挑
戦
は
、
私

に
と
っ
て
も
、
民
主
党
（
当
時
）
に

と
っ
て
も
大
変
苦
し
い
選
挙
で
し

た
。
逆
風
の
中
、
支
え
て
下
さ
る
仲

間
の
皆
さ
ま
を
信
じ
、
必
死
に
訴
え

続
け
た
こ
と
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
の
政
治
は
、
真
に
働
く
者
・
生

活
者
・
納
税
者
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
の
か
、
強
い
違
和
感
を
持
た
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
強
多
弱
を
背

景
と
し
た
安
倍
政
権
に
対
峙
す
る
た

め
、
野
党
が
ま
と
ま
っ
て
対
峙
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、自
分
が
選
ん
だ
道
を
信
じ
、

立
憲
民
主
党
を
中
心
と
し
て
、
立
憲

主
義
と
民
主
主
義
に
基
づ
く
政
治
を

実
現
す
る
た
め
、
邁
進
す
る
覚
悟
で

に
と
っ
て
も
、
民
主
党
（
当
時
）
に

と
っ
て
も
大
変
苦
し
い
選
挙
で
し

た
。
逆
風
の
中
、
支
え
て
下
さ
る
仲

間
の
皆
さ
ま
を
信
じ
、
必
死
に
訴
え

続
け
た
こ
と
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
の
政
治
は
、
真
に
働
く
者
・
生

活
者
・
納
税
者
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
の
か
、
強
い
違
和
感
を
持
た
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
強
多
弱
を
背

景
と
し
た
安
倍
政
権
に
対
峙
す
る
た

め
、
野
党
が
ま
と
ま
っ
て
対
峙
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、自
分
が
選
ん
だ
道
を
信
じ
、

立
憲
民
主
党
を
中
心
と
し
て
、
立
憲

主
義
と
民
主
主
義
に
基
づ
く
政
治
を

実
現
す
る
た
め
、
邁
進
す
る
覚
悟
で

す
。
厳
し
い
情
勢
は
続
き
ま
す
が
、

政
治
を
志
し
た
原
点
、
初
心
と
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
精
一
杯
の
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
指
導
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
。
厳
し
い
情
勢
は
続
き
ま
す
が
、

政
治
を
志
し
た
原
点
、
初
心
と
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
精
一
杯
の
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
指
導
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「金峯山寺へは？花の吉野山です。」なんば駅で南海電車の駅員に聞く。「金剛峯寺へは特急『こ
うや二号』で九十二分かかります。」寺の名も微妙に違うし、要領を得ないので案内所へ。「吉野
は近鉄阿倍野橋から約一時間十五分。ロープウエイに乗り換えて吉野山まで十五分かかります。」
という。どうも駅を違えた…？
　急きょ桜見物を高野山に変え、特急に飛び乗った。六文銭がやたら目につく九度やま駅を経由
して、極楽橋駅からケーブルカーに乗り換えて高野寺駅に着いた。 
　英語、ドイツ語、スペイン語がにぎやかに飛び交っている。あらためて世界遺産の地と納得。
人ごみを縫って歩いていると、女性にぶつかった。「ソーリ」に「ノープロブレム」と答えると、
英語であれこれ話しかけてきた。フランス人女性五人のグループで、難波から電車を乗り継いで
きたという。大阪のおばちゃんのようなパワーに圧倒される。高野山にきた顛末を下手な英語で
説明すると、一同驚いた様子。観光コースのバス乗場を教え、元マドモアゼルに手を振って別れた。
　その後、大門、中門、根本大塔を経由して高野山のシンボル金剛峯寺にお参りできた。記念に
高野槙を買って帰りの電車に乗り込んだ。
　霊木を大事に抱え、近鉄鶴橋駅に降り立つや焼き肉の強烈な匂いと雑踏におしつぶされた。人
ごみのなかに娘の顔を見つけると、長かった一日、疲れと安ど感がどっと押し寄せ、「オオ・マイ・
ゴッド」とつぶやいた。フランス人の女性が笑っていることだろう。　　 　〈副会長　石原靖世〉

喜 哀怒 楽 第36回 ある連休の一日 
きん ぷ せん じ こんごう  ぶ  じ

こんごうぶ  じ

温
か
い
ご
指
導
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

温
か
い
ご
指
導
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

立
憲
民
主
党
　
吉
川
さ
お
り

吉
川
さ
お
り
立
憲
民
主
党
で
出
馬

―

拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議―

情
報
労
連
全
国

環
境
一
斉
行
動

情
報
労
連
全
国

環
境
一
斉
行
動
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抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
も
と
、

四
月
二
十
九
日
（
日
）
第
八
十

九
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集

会
が
、
高
知
市
城
西
公
園
で
開

か
れ
た
。
退
職
者
の
会
か
ら
十

一
人
が
参
加
し
た
（
全
体
で
約

一
四
〇
〇
人
）。

　

主
催
の
連
合
高
知
折
田
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
民
進
党
高
知

県
連
広
田
一
さ
ん
を
は
じ
め
各

政
党
、
尾
﨑
知
事
、
岡
﨑
高
知

市
長
か
ら
メ
ー
デ
ー
の
お
祝
い

や
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う
け

た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
の
あ
と
、

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
平
和
・

人
権
を
守
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
そ
う
』『
働
く
者
の
た
め

の
働
き
改
革
を
す
す
め
、
す
べ

て
の
仲
間
と
結
集
し
よ
う
』
と

雇
用
と
生
活
の
再
建
を
柱
と
し

た
東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震

か
ら
の
早
期
復
興
・
再
生
を
！

な
ど
五
つ
の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

か
ら
な
る
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採

択
し
た
。

　

そ
の
後
デ
モ
行
進
に
出
発
、

会
場
か
ら
升
形
に
出
て
、
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
あ
げ
、
電
車
通
り
北

側
を
東
に
進
ん
だ
。
参
加
者
が

無
事
中
央
公
園
に
着
き
行
事
は

終
了
し
、
解
散
し
た
。　
　
　

　

 　
　
　
　
　
　

 〈
吉
川
忠
興
〉

　

四
月
二
十
二
日
（
日
）、
連
合
東

地
協
主
催
の
メ
ー
デ
ー
が
多
く
の

傘
下
組
合
員
・
退
職
者
（
退
職
者

の
会
・
家
族
七
名
参
加
）
を
集
め
、

香
南
市
の
吉
川
漁
港
広
場
で
開
催

さ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
東
地
協
白
木

議
長
か
ら
「
春
闘
は
一
定
の
底
上

げ
が
み
ら
れ
る
、
地
場
労
組
の
闘

い
は
継
続
中
で
あ
り
、
支
援
と
闘

い
強
化
を
要
請
す
る
。
政
治
情
勢

は
官
僚
の
諸
問
題
、
関
わ
る
政
治

家
の
問
題
と
失
政
続
き
、
安
倍
内

閣
の
退
陣
を
求
め
る
、
働
き
方
法

案
に
つ
い
て
は
、
働
く
者
の
法
案

に
す
る
た
め
と
り
く
み
を
す
す
め

る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
そ

の
後
に
連
合
折
田
会
長
を
は
じ
め
、

連
合
推
薦
の
自
治
体
議
員
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ

た
。
　

そ
の
後
、恒
例
の
く
じ
引
き
（
も

ち
投
げ
は
、
会
場
の
都
合
で
中
止
）

が
盛
大
に
行
わ
れ
、
参
加
の
組
合

員
・
退
職
者
・
家
族
が
楽
し
ん
だ
。

　

我
が
退
職
者
の
会
で
一
つ
ハ
プ

ニ
ン
グ
、
今
年
は
、
会
場
が
変
わ
っ

た
こ
と
で
、
連
絡
の
不
備
と
本
人

の
思
い
込
み
が
重
な
り
、
開
催
地

の
香
南
市
を
通
過
、
芸
西
村
の
赤

野
ま
で
行
か
れ
た
会
員
が…

ご
苦

労
を
か
け
ま
し
た
。　
〈
三
宮
正
博
〉

会
場
変
更
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

連
合
東
地
協
メ
ー
デ
ー

メ
ー
デ
ー
に
仲
間
が
結
集

高
知
県
中
央
集
会

を
咲
か
せ
た
。
こ
こ
な
ら
、
窓
か

ら
庭
の
花
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き

る
し
、
雨
に
煙
る
桜
も
風
情
が
あ

る
の
で
は
な
ど
と
話
し
、来
年
は
、

桜
の
時
期
に
あ
わ
せ
OB
会
を
開

く
こ
と
を
約
束
し
、
お
開
き
と

な
っ
た
。　
　
　
　
〈
國
弘　

昭
〉 

紹
介
・
あ
い
さ
つ
も
あ
り
、
杯
が

進
む
に
つ
れ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
へ
と

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 最
後
に
、

全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
来

年
は
第
十
回
記
念
と
な
り
、
元
気

で
再
会
で
き
る
事
を
約
束
し
散
会

し
ま
し
た
。　
　
　

 〈
関
田
啓
ニ
〉

季
節
は
夏
（
高
知
北
地
区
OB
会
）

　

四
月
十
六
日
（
月
）
十
二
時
よ

り
、
高
知
北
地
区
（
福
井
・
旭
地

区
等
）
OB
会
が
湯
の
川
温
泉
で
開

催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
冬
の
寒
さ
は
厳
し

か
っ
た
も
の
の
、
高
知
の
桜
は
、

三
月
十
五
日
（
木
）、
全
国
一
早

く
開
花
が
発
表
さ
れ
た
。
従
っ
て

OB
会
開
催
時
に
は
桜
は
散
り
葉
桜

状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
気

は
良
く
新
緑
に
囲
ま
れ
た
中
で
、

十
八
人
が
参
加
し
た
。
世
話
役
の

今
井
さ
ん
よ
り
開
会
の
挨
拶
の

後
、
退
職
者
の
会
國
弘
会
長
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
分
会
森
下
副
分
会

長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
今
年
は

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
思
い
出
話
に
花

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
拍
手
喝
采 

　

昨
日
ま
で
の
天
気
と
う
っ
て
変

わ
り
気
持
ち
の
良
い
天
気
の
な

か
、
五
月
九
日
（
水
）
第
九
回
南

地
区
地
域
の
集
い
（
横
浜
・
瀬
戸
・

長
浜
）
が
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
で
開

催
さ
れ
た
。

　
先
ず
、み
ん
な
揃
っ
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
坂
本
龍
馬
記
念
館
へ
。

長
寿
手
帳
を
使
っ
て
無
料
で
観
覧

し
て
か
ら
、
こ
の
日
の
会
場
・
桂

浜
荘
に
移
動
し
た
。
到
着
後
、
司

会
の
関
田
よ
り
退
職
者
の
会
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
お

礼
を
述
べ
、
石
原
副
会
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
。 

来
賓
の
國
弘
会
長
か
ら
「
自
民
党

の
横
暴
に
よ
る
国
政
の
混
乱
」
等

に
つ
い
て
の
あ
い
さ
つ
、
森
下
副

分
会
長
よ
り
組
織
内
参
議
院
石
橋

み
ち
ひ
ろ
・
吉
川
さ
お
り
両
議
員

が
立
憲
民
主
党
へ
入
党
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
、
森
下

副
分
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親

会
が
始
ま
り
、
中
島
幹
事
が
司
会

進
行
を
務
め
た
。
東
幹
事
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
（
三
山
ひ
ろ
し
の
四

万
十
川
・
荒
城
の
月
）
に
全
員
が

う
っ
と
り
と
聞
き
入
り
、
拍
手
喝

采
が
お
く
ら
れ
た
。
新
入
会
員
の

感
動
し
た
。

　

今
回
も
曽
我
さ
ん
ご
夫
婦
や
安

芸
OB
会
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
大
山
岬
の
清

掃
へ
参
加
を
約
束
し
て
散
会
と

な
っ
た
。 　
　
　

    〈
國
弘　

昭
〉

桜
吹
雪
の
な
か
話
の
花
も
満
開
に 

　

三
月
三
十
一
日
（
土
）
十
二
時

よ
り
、
高
知
西
地
区
地
域
の
集
い

が
高
知
市
針
木
浄
水
場
・
桜
の
段

で
開
催
さ
れ
た
。 

　

今
年
は
全
国
的
に
桜
の
開
花
が

早
く
桜
舞
う
中
、
会
員
・
現
職
合

わ
せ 

十
五
人
が
集
り
、
関
田
副

会
長
・
近
藤
市
会
議
員
よ
り
挨
拶

を
受
け
、
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
と

な
っ
た
。 

　

宴
で
は
、
釜
揚
げ
ち
り
め
ん
の

差
し
入
れ
な
ど
も
あ
り
、
杯
が
進

む
に
つ
れ
国
政
の
問
題
、
退
職
者

の
会
活
動
つ
い
て
、
若
か
っ
た
頃

の
昔
話
や
、
お
互
い
の
近
況
報
告

な
ど
話
に
花
を
咲
か
せ
，
懇
親
を

深
め
た
。 

　

も
う
、
日
も
西
に
傾
き
は
じ
め

た
頃
、
来
年
も
元
気
で
再
会
で
き

る
こ
と
を
お
互
い
約
束
し
散
会

し
た
。　
　
　
　
　
〈
関
田
啓
ニ
〉

の
応
援
に
行
っ
た
た
め
、
例
年
よ

り
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。

　

安
芸
地
区
OB
会
の
曽
我
さ
ん
か

ら
注
意
や
説
明
を
受
け
、
清
掃
開

始
。
岬
周
辺
の
ご
み
は
例
年
に
比

べ
非
常
に
少
な
く
、
昨
年
の
半
分

ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
マ
ナ
ー
が
よ
く

な
っ
た
か
と
も
と
れ
る
が
、
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
、
通
行

量
が
減
少
し
た
の
が
主
な
原
因
と

思
わ
れ
る
。
一
時
間
程
度
清
掃
に

汗
を
流
し
、
熱
中
症
に
も
罹
ら
ず

作
業
は
終
了
し
た
。

　

OB
会
の
女
性
が
心
を
込
め
て

作
っ
て
く
れ
た
手
料
理
で
、
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
が
始
ま
っ
た
。
自
慢
の

チ
リ
メ
ン
ど
ん
・
ち
ら
し
寿
司
・

炊
き
込
み
ご
飯
あ
り
と
豪
華
な
こ

と
。
し
ば
し
モ
グ
モ
グ
と
ご
ち
そ

う
に
な
っ
た
。

　

お
腹
が
一
杯
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
し

て
い
る
曽
我
さ
ん
の
案
内
で
安
芸

市
周
辺
の
史
跡
巡
り
に
出
か
け

た
。
幕
末
の
志
士
二
十
三
士
の
墓

を
訪
れ
そ
の
謂
れ
を
聞
き
、
二
十

三
士
の
リ
ー
ダ
ー
格
・
清
岡
道
之

助
旧
邸
を
訪
れ
、
先
人
の
活
躍
に

抽
選
会
に
大
き
な
歓
声

（
安
芸
OB
会
総
会
）

　

春
爛
漫
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
好

天
の
下
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
OB
会
総
会

が
四
月
二
十
一
日
、
安
芸
城
跡
内

の
武
家
屋
敷
五
藤
邸
で
開
か
れ
ま

し
た
。
五
藤
邸
は
、
安
芸
市
の
観

光
名
所
で
も
あ
り
庭
の
散
策
に
訪

れ
る
観
光
客
も
チ
ラ
ホ
ラ
す
る
中

で
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
司
会
で
、
総
会
議
長

に
桑
原
氏
を
選
出
。
来
賓
の
退
職

者
の
会
弘
田
事
務
局
長
・
電
友
会

井
上
会
長
・
グ
ル
連
山
岡
会
長
等

の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
議
事
に
入

り
、
執
行
部
提
出
議
案
す
べ
て
が

原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
OB
会
報
一
〇
〇

号
を
記
念
し
て
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
正
解
者
を
対
象
に
〝
抽
選

会〝

を
実
施
、
当
選
者
が
発
表
さ

れ
る
た
び
大
き
な
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
懇
親
会
へ
移
行
、
ド
ロ

メ
を
肴
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
時
は
移
ろ
い…

次
の

集
ま
り
「
忘
年
会
」
で
の
再
会
を

約
束
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
曽
我
純
司
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
史
跡
巡
り

　

毎
年
恒
例
の
安
芸
市
大
山
岬
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
五
月
二
十

五
日
（
金
）
実
施
し
た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ

―

OB
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
は
高

知
よ
り
十
八
人
、
安
芸
地
区
会
員

は
三
人
が
参
加
し
た
。
当
日
安
芸

地
区
の
会
員
は
、
市
主
催
の
行
事

地
域
だ
よ
り

地
域
だ
よ
り

高
知
西
地
区

高
知
西
地
区

高
知
南
地
区

高
知
南
地
区

高
知
北
地
区

高
知
北
地
区

安
芸
地
区

安
芸
地
区
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ス
コ
ッ
プ
三
味
線
に
ア
ン
グ
リ

退
職
者
の
会
全
国
交
流
集
会

　

第
二
十
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
全

国
交
流
集
会
は
、
五
月
九
日
〜
十
一

日
、
静
岡
県
伊
東
ホ
テ
ル
聚
楽
で
開

催
さ
れ
、
一
日
目
も
二
日
目
も
講
演

が
目
白
押
し
で
少
々
疲
れ
ま
し
た
。

　

き
つ
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
参

加
者
に
好
評
だ
っ
た
の
が
二
日
目
の

「
健
康
講
座
・
健
康
体
操
」。
カ
ラ
オ

ケ
事
業
・
第
一
興
商
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
進
行
役
で
（
参
加
者
は
百

二
十
五
人
）、
全
員
が
脳
味
噌
の
退

化
が
進
行
し
て
い
る
現
実
を
骨
身
に

し
み
て
、
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
間
違
い
な
く
高
齢
者
の
集
い

で
あ
る
と
。

　

交
流
の
目
玉
は
夕
食
時
の
出
し

物
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、ス
コ
ッ

プ
三
味
線
。
演
歌
「
風
雪
流
れ
旅
」

を
ス
コ
ッ
プ
と
バ
チ
替
り
の
栓
抜
き

を
使
っ
た
楽
器
の
よ
う
な
演
奏
に
、

へ
え
と
目
を
丸
く
し
て
驚
き
ま
し

た
。
世
界
大
会
も
開
か
れ
て
い
る
よ

う
で
す
（
青
森
だ
け
で
）。

　

事
の
つ
い
で
に
、
二
日
目
の
夕
食

の
タ
タ
キ
。
土
佐
の
高
知
と
は
雲
泥

の
差
で
あ
っ
た
こ
と
は
是
非
い
っ
て

お
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
と
は
言

い
つ
つ
、
夕
食
時
の
懇
親
会
で
全
国

の
仲
間
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
大
い

に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
分
散
会
で
は
六
グ
ル
ー

プ
（
一
グ
ル
ー
プ
二
十
三
人
）
に
わ

か
れ
て
の
討
論
と
な
っ
て
い
た
が
、

人
数
が
多
す
ぎ
て
論
議
の
的
が
絞
り

切
れ
な
い
の
が
、
少
し
も
っ
た
い
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。　

〈
岩
崎
晃
三
〉

ケ
セ
ラ
セ
ラ
で
終
わ
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
四
月
に
初
め
て
植
え

た
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
可
愛
い
く
、
育
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
果
実
の

息
吹
を
い
と
お
し
み
、
体
の
動
く
限

り
、
日
々
感
謝
、
前
進
あ
る
の
み
の

心
情
で
す
。

出
会
い
に
有
り
難
う

木
山
　
喜
美

（
須
崎
市
）

　

私
に
と
っ
て
の
親
友
と
は
、
考

え
て
見
る
と
、
三
人
か
ら
四
人
ぐ

ら
い
そ
れ
ら
し
き
顔
が
浮
か
ん
で

く
る
。
高
校
の
同
級
生
、
電
電
公

社
に
入
社
し
た
と
き
か
ら
の
友
。

又
、
十
数
年
前
か
ら
会
合
で
出
会

う
先
輩
な
ど
で
あ
る
。
結
婚
、
子

今
を
生
き
る谷

田
　
洋
子

（
室
戸
市
）

　

桜
の
開
花
の
話
題
で
全
国
津
々

浦
々
に
感
動
を
与
え
、
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
春
も
過
ぎ
、
今
は
新
緑
の
季

節
。
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ

生
き
る
喜
び
を
応
援
し
て
く
れ
ま

す
。

　

気
が
付
け
ば
、
後
期
高
齢
者
の

真
っ
た
だ
中
に
身
を
置
く
わ
た
し
。

歩
ん
で
来
た
人
生
の
重
み
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

在
職
中
は
、
恵
ま
れ
た
職
場
で
、

皆
様
方
が
暖
か
く
支
え
て
下
さ
っ
て

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
民
営

化
の
移
行
時
期
と
、
母
が
高
齢
に

な
っ
て
い
た
事
が
重
な
り
早
期
退
職

を
決
め
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
先
輩
の
誘
い
で
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
始
め
、
友
人
の
勧
め
で

婦
人
団
体
の
行
事
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
他
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
百
歳
体

操
、
室
戸
岬
の
海
洋
深
層
水
プ
ー
ル

で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
楽
し
み
な
が

ら
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
勿

論
主
人
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

し
た
が
。

　

そ
の
夫
に
も
三
年
前
、
桜
の
花
の

季
節
に
先
立
た
れ
、
今
で
は
主
人
が

可
愛
が
っ
て
い
た
猫
が
一
人
暮
ら
し

の
寂
し
さ
を
ま
ぎ
ら
わ
し
て
く
れ
ま

す
。
私
に
と
っ
て
は
第
三
の
人
生
の

始
ま
り
で
す
。

　

最
近
は
、
体
の
衰
え
も
日
ご
と
に

感
じ
ら
れ
、
今
の
う
ち
に
少
し
ず
つ

身
辺
整
理
を
し
て
、
子
供
た
ち
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に…

と
。
で
も

後
は
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
、

育
て
仕
事
様
々
な
時
を
共
に
過
ご

し
、
長
い
人
生
、
紆
余
曲
折
あ
り

の
中
で
離
れ
る
こ
と
な
く
親
交
を

深
め
て
来
た
同
志
。

　

有
り
難
い
こ
と
に
友
人
が
こ
の

年
に
し
て
は
多
く
い
る
と
思
う
。

そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
来
た
道
に
違
い

は
あ
る
が
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
て
も
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、

胸
に
畳
ん
だ
悩
み
を
打
ち
明
け

あ
っ
た
り
、
楽
し
い
話
に
時
間
が

経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
い
つ

も
自
分
の
近
く
に
居
て
く
れ
る
よ

う
な
安
心
感
と
、
不
思
議
な
縁
を

感
じ
て
し
ま
う
。

　

昔
か
ら
『
赤
い
糸
で
結
ば
れ
た

縁
』や『
袖
す
り
合
う
も
他
生
の
縁
』

と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
自
身
、
出

会
う
人
は
何
と
な
く
縁
の
人
か
と

漠
然
と
感
じ
て
い
た
。

　

あ
る
本
の
中
に
、「
こ
れ
は
『
過

去
世
』
の
出
会
い
で
、
人
間
は
何

度
も
生
ま
れ
変
わ
る
。」と
あ
っ
た
。

そ
う
な
ら
親
友
も
『
過
去
世
』
で

の
出
会
い
の
続
き
と
思
う
と
腑
に

落
ち
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

年
を
重
ね
て
ゆ
く
と
、
い
つ
ま

で
出
会
っ
て
居
ら
れ
る
の
か
と
、

淋
し
い
思
い
が
し
て
く
る
。
し
か

し
『
過
去
世
』
の
縁
で
あ
る
と
す

れ
ば
、『
来
世
』
も
願
っ
て
い
れ
ば
、

出
会
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

考
え
る
と
心
が
ほ
っ
こ
り
と
温
か

く
な
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
出
会
い

を
し
な
が
ら
共
に
年
を
重
ね
て
行

こ
う
『
今
世
』
へ
の
感
謝
を
し
な

が
ら
。

 「もうすぐ『高貴高麗者』に」
　もうすぐ「後期高齢者」の仲間入り。自動車免許証の更新時期となり、認知症機能
検査、高齢者講習のお知らせが届いた。このところ物忘れと目の機能低下が酷く、予
定日・予約日の取り違いが頻発。また夜間運転が恐ろしくなっています。認知機能検
査は無事終わりましたが、講習時、教官の話によると、県下で昨年三月の法規改正に
よって高齢者の交通違反が続出で、なかには、高齢者講習を何度も受けさせられる方
がおり、更新手続きが混雑しているとのこと。早めに予約申し込みを！　　〈安岡和男〉

「もう一度オホーツク海の幸を」
　佐川町は、北海道入植の縁で常呂町（現：北見市）と姉妹都市、今も物産店等で交
流がある。冬季オリンピックカーリングで銅メダルを獲得した LS 北見もこの街を拠
点にしている。
　現役の頃、数回サロマ湖畔の『船長の家』に泊まったが、夕食に出された食べきれ
ない程のカニ料理を思い出す。もう一度北の大地へ行ってみたいな。オホーツク海の
珍味を食べに。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈松本安正〉

「 平 成 の 悪 夢 」
　安倍政権の政治はもうグチャグチャ。森友加計の土地値引き・公文書書き換えに始
まり官僚のセクハラなど、責任を取るどころか高飛車に否定して居座ってる。財務省
は書き換えを認め数十人の処分をしているが地検では不起訴。司法まで忖度している。
公文書を書き換えてもかまわないといっているのだ。もう民主主義は完全崩壊状態。
自民党にももっとましなのがいるだろう。とにかくまず安倍を降ろさなければ日本は
どんなになるかわからない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈片岡保明〉

「 十 三 年 目 の 五 月 」
　今年もホタルの季節がやってきた。ホタルはさみしくちらほら。しかし「ほたる祭り」は、
約二百五十人が集まり盛大に。豆電球さんのライブとかつおのタタキは、えらく評判が
いい。そのかつおは値が高すぎて、ほとんど採算に合わないが（赤いホタルが飛んだ年も）。
　仲間としんどいと言いながらの十三年目の五月でした。　　　　　　 〈野々下孝俊〉

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー

誌面で伝える
あんなコト、こんなコト…
誌面で伝える
あんなコト、こんなコト…

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄

共
済
等
支
払
状
況

お
祝
い

☆
米
寿
（
２
件
）

５
月　

山
口
須
磨
子 

様

竹
中　

節
子 

様

☆
喜
寿
（
13
件
）

３
月　

筒
井　

郁
代 

様

岡
林　

靖
子 

様

東　
　

伸
行 

様

山
崎　

禎
子 

様

今
村　

精
朗 

様

岡
本　

皓
男 

様

横
山　

惇
子 

様

川
上　

純
子 

様

４
月　

大
崎
起
美
代 

様

　

吉
田　

好
富 

様

５
月　

久
永　
　

廣 

様

小
川　

憲
一 

様

長
崎　

達
生 

様

☆
古
希
（
14
件
）

３
月　

籠
見　

守
雄 

様

小
松　
　

博 

様

森　
　

雅
子 

様

松
岡　

俊
明 

様

氏
原　

敏
子 

様

横
田　
　

博 

様

岡
西　

侯
正 

様

長
野
美
紀
夫 

様

藤
近　
　

勉 

様

４
月　

中
村　

博
光 

様

西
村　

公
志 

様

鶴
和　

修
平 

様

５
月　

中
野　
　

隆 

様

矢
野　

光
洋 

様

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
１
８
年
３
月
〜
５
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度

（
２
０
１
８
年
１
月
〜
５
月
）

小
寺　

孝
子 

様

 
岡
本　

龍
俊 

様

山
本　

房
子 

様

５
月　

西
川　
　

奎 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
３
件
）

１
月　

府
川
ヒ
ロ
子 
様

３
月　

岡
崎　

倫
代 

様

大
石　

純
子 

様

４
月　

森
国　

民
子 

様

◇
交
通
災
害
共
済（
０
件
）

０
円

◇
火
災
共
済（
０
件
）０円

◇
生
命
共
済（
０
件
）０円

◇
自
然
災
害
共
済（
０
件
）

０
円

お
祝
い

☆
金
婚
（
15
件
）

３
月　

味
元　

敏
子 

様

植
田　

清
司 

様

頼
田　

高
俊 

様

宮
本　

政
昭 

様

４
月　

横
田　

フ
ク 

様

曽
我　

敦
子 

様

曽
我　

純
司 

様

中
平　

博
和 

様

竹
本　

昌
弘 

様

有
澤　

仙
一 

様

５
月　

門
田　

愛
子 

様

正
岡　

敬
右 

様

吉
井　
　

堯 

様

田
岡　

隆
範 

様

中
島　

寿
子 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
６
件
）

２
月　

橋
田　

陸
生 

様

３
月　

前
田　

二
郎 

様



行　　　　　　　　　　　　　　　　　　程

10
月
29
日（
月
）

10
月
30
日（
火
）

10
月
31
日（
水
）

（宿泊）「神戸三宮東急ＲＥＩホテル」
TEL：０７８－２９１－０１０９

（宿泊）「西村屋ホテル　招月庭」
TEL：０７９６－３２－３５３５

出発 　はりまや橋観光バスターミナル（8:00 発）→→高知駅前バス停（8:05）→→高知 IC⇒⇒川之江 JCT⇒⇒（9:00 ～ 9:15）豊浜 SA【休憩】⇒⇒9:40 坂出 JCT⇒⇒瀬戸大橋⇒⇒10:10

倉敷 JCT⇒⇒山陽道⇒⇒（11:00 ～ 11:20）龍野西 SA【休憩】⇒⇒山陽姫路西 IC→→（12:00 ～ 12:50）姫路市内 / 灘菊【昼食】→→（13:00 ～ 15:00）世界遺産 / 姫路城→→15:20

山陽姫路東 IC⇒⇒山陽道⇒⇒16:10 摩耶 IC→→（16:20 ～ 17:20）神戸酒心館 /ノーベル賞晩餐会〔福寿〕試飲（蔵見学・利き酒・お買い物） →（17:30 着～ 18:40）

神戸三宮（ホテルチェックイン）→（18:50 ～ 21:30）◎ルミナス神戸〔明石海峡クルーズ〕（夕食・ステーキバイキング 140分）→（21:40 着）神戸三宮駅前

ホテル（8:30 発）→→（8:50 ～ 9:20)兵庫県立コウノトリの郷公園（特別天然記念物コウノトリ見学)→→（9:50 ～ 10:20)豊岡カバン / かばんの館（見学・お買い物)→→（10:30 ～ 11:00)

播磨屋本店 / 豊の岡工園（工場見学・お買い物)→→（11:20 ～ 13:20)但馬の小京都 / 出石城下町（散策)【昼食】→→14:20 和田山 JCT⇒⇒播但連絡道⇒⇒15:15 山陽姫路東 IC⇒⇒山陽道⇒⇒

（15:30 ～ 15:50) 龍野西 SA【休憩】⇒⇒⇒16:45 倉敷 JCT⇒⇒⇒瀬戸大橋 T⇒⇒⇒坂出 JCT⇒⇒⇒（17:40 ～ 18:00) 豊浜 SA【休憩】⇒⇒⇒川之江 JCT⇒⇒⇒高知道⇒⇒⇒18:40 高知 IC→→

高知駅前（18:50 頃到着)→→はりまや橋観光バスターミナル（19:00 頃到着)

ホテル （8:30 発）→→9:00 神戸北 IC⇒⇒山陽道⇒⇒9:10 吉川 JCT⇒⇒⇒舞鶴若狭道⇒⇒⇒（9:20 ～ 9:40）西紀 SA【休憩】⇒⇒⇒10:15 綾部 JCT⇒⇒⇒

京都縦貫道⇒⇒⇒（11:20 ～ 12:00）伊根湾めぐり遊覧船 （伊根の舟屋）→→→（12:20 ～ 14:00）傘松公園 /天橋立ケーブルカー【昼食】（展望 /股のぞき）→→→

（15:50 着）城崎温泉〔宿泊※外湯巡りをお楽しみください〕

【お願い】　　この行程は運輸機関のダイヤ改正及び各地の道路事情により、時間が変更になる場合もございます。あらかじめご了承下さい。
　　　　　　バス運行中は座席にお座りの上、シートベルト着用のご協力をお願いいたします。

先着40名様で締め切らせていただきます。
（お早めにお申し込みください）

● 出発予定時刻　はりまや橋観光バスターミナル （8時 00分）→高知駅前バス停（8時 05分）→高知ＩＣ
　　　　　　　　→高知道→瀬戸大橋→山陽道→姫路→神戸へ
● 帰着予定時刻   瀬戸大橋→高知道→高知駅前（18時 50分）→はりまや橋観光バスターミナル（19時 00分）

● 割増料金…２泊目（西村屋ホテル）→２名で１室ご利用の追加料金⇒★10,800 円 /１名
　　　　　※１泊目（神戸三宮東急 REI ホテル）は全室２名で１室の、ご利用となります。　
● 遠隔地参加者特別割引⇒芸西村以東及び須崎市以西の方のご参加は、1人当たり 1,000 円割引とします。
● 会員以外の方⇒事務雑費および飲食費等の諸費用として一人当たり 1,000 円をご負担願います。

☆世界最長のつり橋・明石海峡大橋を下からのアングルで眺めてみませんか？
☆『1,000 万ドルの夜景』と言われる神戸の夜景を海の上から眺めてみませんか ? ことしの高知電友会とＮＴＴ労組退職者

の会との共催による親睦旅行は、「ルミナス神戸ディナークルーズ」をはじめ、見どころ満載の企画で実施します。ご家
族や友人を誘い合い、是非、ご一緒に楽しい旅に出てみませんか！　

☆世界最長のつり橋・明石海峡大橋を下からのアングルで眺めてみませんか？
☆『1,000 万ドルの夜景』と言われる神戸の夜景を海の上から眺めてみませんか ? ことしの高知電友会とＮＴＴ労組退職者

の会との共催による親睦旅行は、「ルミナス神戸ディナークルーズ」をはじめ、見どころ満載の企画で実施します。ご家
族や友人を誘い合い、是非、ご一緒に楽しい旅に出てみませんか！　

☆世界最長のつり橋・明石海峡大橋を下からのアングルで眺めてみませんか？
☆『1,000 万ドルの夜景』と言われる神戸の夜景を海の上から眺めてみませんか ? ことしの高知電友会とＮＴＴ労組退職者

の会との共催による親睦旅行は、「ルミナス神戸ディナークルーズ」をはじめ、見どころ満載の企画で実施します。ご家
族や友人を誘い合い、是非、ご一緒に楽しい旅に出てみませんか！　

☆世界最長のつり橋・明石海峡大橋を下からのアングルで眺めてみませんか？
☆『1,000 万ドルの夜景』と言われる神戸の夜景を海の上から眺めてみませんか ? ことしの高知電友会とＮＴＴ労組退職者

の会との共催による親睦旅行は、「ルミナス神戸ディナークルーズ」をはじめ、見どころ満載の企画で実施します。ご家
族や友人を誘い合い、是非、ご一緒に楽しい旅に出てみませんか！　

2018年
10月29日（月）～10月31日（水）の２泊３日
2018年
10月29日（月）～10月31日（水）の２泊３日
● 出発予定時刻　はりまや橋観光バスターミナル （8時 00分）→高知駅前バス停（8時 05分）→高知ＩＣ
　　　　　　　　→高知道→瀬戸大橋→山陽道→姫路→神戸へ
● 帰着予定時刻   瀬戸大橋→高知道→高知駅前（18時 50分）→はりまや橋観光バスターミナル（19時 00分）

● 割増料金…２泊目（西村屋ホテル）→２名で１室ご利用の追加料金⇒★10,800 円 /１名
　　　　　※１泊目（神戸三宮東急 REI ホテル）は全室２名で１室の、ご利用となります。　
● 遠隔地参加者特別割引⇒芸西村以東及び須崎市以西の方のご参加は、1人当たり 1,000 円割引とします。
● 会員以外の方⇒事務雑費および飲食費等の諸費用として 1人当たり 1,000 円をご負担願います。

60,000円【朝食２回、昼食３回、夕食２回（飲物代を含む）】60,000円【朝食２回、昼食３回、夕食２回（飲物代を含む）】

神戸と城崎温泉

● 参加の際は、健康保険証、高齢受給者証又は後期高齢者医療被保険者証および長寿手帳をご持参ください。また、
　 乗物酔いが心配な方は、念のため『酔い止め薬』をご持参ください。
● 出発日間近のキャンセルはキャンセル費用がかかりますので体調管理に努めてください。

その他

先着40名様で締め切らせていただきます。
（お早めにお申し込みください）

「姫路城」、「ルミナス神戸ディナークルーズ」、「天橋
立」、「伊根の舟屋」、「出石城下町」、「城崎温泉外湯め
ぐり」等、見どころ満載！！

３日間
参加者募集
はじめました
参加者募集
はじめました

ＮＴＴ高知

ＯＢ親睦旅
行の

ご案内
ＮＴＴ高知

ＯＢ親睦旅
行の

ご案内

旅行日旅行日

旅費旅費

募集
人員
募集
人員

［ 4］NTT労働組合退職者の会高知県支部協議会通信

◆ NTT労組退職者の会（月曜～金曜の午後１時～４時）
　 TEL  088－821－3800／ FAX 088－873－3313／ e-mail  taisyoku-kochi@air. ocn. ne. jp
◆ 高知電友会事務局（月曜～金曜の午後１時～４時）
　 TEL  088－804－0566／ FAX 088－885－2080／ e-mail  denyukai2＠royal.ocn.ne. jp

申し込み時に、ホテルの希望部屋・乗車場所等をお申し出ください。お申し込み・お問い合わせ先
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